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特定非営利活動法人全国骨髄バンク推進連絡協議会は、国税庁から「認定NPO法人」として認可されています。

　

今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

が
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
【
九
州
地
区
】
２
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
半
〜
11
時
半
、
福
岡
市

立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
。
①
各
地

団
体
か
ら
の
取
り
組
み
・
活
動
状

況
報
告
②
「
新
法
下
で
の
ボ
ラ
ン

2014年2月1日発行
第260号

（１）第260号　2014年２月１日（土）定価　１部15円（月１回毎月１日発行）	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 平成６年６月17日第三種郵便物認可

骨髄バンクの最新情報をお知らせする
�─────────────�骨髄バンクNOW
●2013年の移植数、コーディネート数
　年間移植数は1360件（国内ドナー→国内患者1343件、海外ドナー→国内患者4
件、国内ドナー→海外患者13件）でした。2012年と比べ総数で24件増加し、前年比
102％で過去最高となりました。
　また、確認検査数は5606件、最終同意1656件でした。コーディネート期間につい
ては、ドナーコーディネート開始から骨髄採取までの期間の中央値が126日で、前年
の122日より４日延長しました。
●2013年のドナー登録者数
　新規ドナー登録者数は、前年の4万0013人に比べ6120人減の3万3893人（前年比
15％減）となりました。都道府県別に見ると、前年同様に献血ルームへの説明員派
遣を行った埼玉県が3314人で全国トップ、次いで東京都の3287人、さらに前年同様、
ボランティア団体による登録者拡大の取り組みを実施した栃木県が2321人で続いて
います。また、9月から県の緊急雇用対策で県内2カ所の献血ルームへの説明員派遣を
始めた神奈川県が1306人（前年789人）と大きく伸ばしています。
●2014年度の移植対策関係予算案
　昨年末に閣議決定された政府予算案で、造血幹細胞移植対策に関する予算について
は、総額約20億3000万円（前年度比1億5000万円増）となりました。造血幹細胞移
植の拠点病院整備のために3カ所追加計上（1億6400万円）されたほか、情報の一元
的な提供を行うためのポータルサイト構築費用（6500万円）が計上されました。

《財団マンスリー JMDP（1月15日発行）より抜粋》

◆日本骨髄バンクの現状（平成25年12月末現在）
	 11月	 12月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 2,631	 3,273	 441,525	 601,047
患者登録者数	 230	 234	 2,278	 40,555
移　植　例　数	 117	 92	 —	 16,409
■12月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 1,405人、献血併行型集団登録会／
1,688人、集団登録会／ 95人、その他／ 85人
■12月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10代　3,065人／ 20代　72,288人／ 30代　151,232人／ 40代　171,096人　
50代　43,844人
■12月までの末梢血幹細胞移植　累計33件
■12月の20歳未満の登録者279人
■2回提供ドナー　累計972人
■ドナーリンパ球輸注療法実施　累計581件
■国際協力の現状　海外ドナー→国内患者　累計移植数179件
　　　　　　　　　国内ドナー→海外患者　累計移植数230件
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
平成24年7月より集計方法が変わりました。

　
「
基
本
方
針
」
を
定
め
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
の
厚
生
科
学
審
議
会

疾
病
対
策
部
会
造
血
幹
細
胞
移
植

委
員
会
で
論
議
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
全
国
協
議
会
の
野
村
正

満
理
事
長
も
意
見
陳
述
を
行
い
ま

し
た
。
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
基

本
方
針
案
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
存
在
に
触
れ
ら
れ
た
の
は
「
現

状
」
を
説
明
す
る
部
分
だ
け
で
、

野
村
理
事
長
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
果
た
す
役
割
と
位
置
づ
け
を
明

確
に
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
訴
え

ま
し
た
。

　

１
月
15
日
に
告
示
と
な
っ
た

「
基
本
方
針
」
で
は
、「
現
状
」
の

中
で
も
引
き
続
き
「
造
血
幹
細
胞

の
提
供
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
て
お
り
、
骨
髄
、
末
梢
血

幹
細
胞
の
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
や

採
取
施
設
と
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の

間
の
さ
い
帯
血
の
搬
送
、
患
者
相

談
の
取
り
組
み
等
に
お
い
て
活
躍

し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
以
上
に
、
新
た
な
表
現
と

し
て
「
関
係
者
の
連
携
」
の
部
分

で
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
国
、
地
方
公
共
団
体
、
骨
髄
・

末
梢
血
幹
細
胞
提
供
あ
っ
せ
ん
事

業
者
（
注
：
骨
髄
バ
ン
ク
）、
さ

い
帯
血
供
給
事
業
者
（
注
：
さ
い

帯
血
バ
ン
ク
）、
造
血
幹
細
胞
提

供
支
援
機
関
（
注
：
日
本
赤
十
字

社
）
及
び
医
療
関
係
者
は
、
場
合

に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協

力
も
得
つ
つ
、
移
植
に
用
い
る
造

血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進

を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
協
力
す
る
」

　
「
場
合
に
応
じ
て
」
と
か
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
」
と
か
の
表
現
に

ひ
っ
か
か
り
を
感
じ
る
向
き
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
こ
こ
は
今
後
の

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

「
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
」
と
と
ら
え

て
、
活
動
の
よ
り
一
層
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
大
事
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
協
議
会
で
は
法
律
、

基
本
方
針
、
省
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
一
連
の
文
書
（
縮
刷
版
）

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

①
全
国
協
議
会
か
ら
の
報
告
「
造

血
幹
細
胞
移
植
・
新
法
に
つ
い
て
」

山
崎
裕
一
参
与
②
各
地
団
体
の
活

新
法
の「
基
本
方
針
」告
示

�

「
関
係
者
の
連
携
」の
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
位
置
づ
け

　
「
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
今
年
１
月
１
日
に
施
行
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
具
体
策
を
示
す
「
基
本
方
針
」
が
同
15
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
つ

昨
年
12
月
27
日
付
で
、
二
つ
の
厚
生
労
働
省
令
と
自
治
体
首
長
あ
て
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
も
通
知

さ
れ
て
い
ま
す
。

動
報
告
③
意
見
交
換
な
ど
。

　

北
海
道
地
区
、
東
北
地
区
も
３

月
実
施
に
向
け
て
計
画
中
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

「
新
法
」に
照
準

　

徳
島
県
の
東
部
圏
域
（
徳
島

保
健
所
と
吉
野
川
保
健
所
）
で

は
、「
２
０
１
３
年
度
骨
髄
バ
ン

ク
登
録
応
援
団
普
及
促
進
モ
デ
ル

事
業
」
と
し
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ

の
理
解
と
ド
ナ
ー
登
録
の
さ
ら
な

る
推
進
を
図
る
た
め
、
圏
域
の
店

舗
・
事
業
所
・
団
体
等
に
呼
び
か

け
て「
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
応
援
団
」

へ
の
登
録
を
徳
島
保
健
所
が
中
心

と
な
っ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
応
援
団
」

と
し
て
登
録
さ
れ
た
事
業
所
等
に

は
、
登
録
証
・
ス
テ
ッ
カ
ー
が
交

付
さ
れ
、
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
の
要
件
と
し
て
は
，
東
部

圏
域
に
事
業
所
等
を
有
し
、
次
の

４
つ
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い

れ
ば
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
従
業
員
及
び
来
客
等
に
積
極

的
に
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
制
度
の
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

　

②
献
血
併
行
型
ド
ナ
ー
登
録
会

等
を
開
催
し
、
積
極
的
に
協
力
し

て
い
る
。

　

③
骨
髄
ド
ナ
ー
休
暇
を
導
入
し

て
い
る
。

　

④
従
業
員
な
ど
が
骨
髄
バ
ン
ク

説
明
員
の
資
格
を
取
得
し
て
お
り

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

13
年
12
月
末
時
点
で
の
登
録
事

業
所
な
ど
は
10
団
体
で
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
献
血
併
行
型
ド
ナ
ー

登
録
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
昨
年
10
月
の
ド
ナ
ー
登
録

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
応
援
団

普
及
促
進
へ
10
事
業
所
参
加

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
応
援

団
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
「
藍

住
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
方
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
応

援
団
普
及
促
進
モ
デ
ル
事
業
」
は
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
県
下
全
域
に

拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
き
、
よ
り
多
く
の
事
業
所

な
ど
が
積
極
的
に
骨
髄
バ
ン
ク
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
も

引
き
続
き
県
や
事
業
所
な
ど
と
の

　さい帯血ミニ移植の経験が増えていく中で、骨髄や末梢
血の移植ではまず見られない、さい帯血移植特有の現象に
気付きました。移植後の9日目前後に、感染症によらない
発熱、皮膚の赤み、手足などのむくみ、下痢などといった
症状が頻繁に起こることです。
　GVHD（ドナー細胞の攻撃）と似た症状ではありますが、
起こる時期が大きく異なります。GVHDはドナー細胞が生
着したあと、多くは移植後20日目以降に発症します。と
ころが、この特有な反応はPIR（生着前免疫反応）、ある
いは “Day 9 fever” と呼ばれ、今や海外にも広く知れ渡っ
ています。
“Day 9 fever” が起こると、抗がん剤などでも殺せなかっ

た白血病細胞が消える場合があり、Day 9 fever自体に抗
腫瘍効果（白血病などの悪い細胞を攻撃してくれる効果）
があるのではないかと考えられています。
　さい帯血は未熟で弱い赤ちゃん細胞と言われていました
が、移植後の早い時期から成長し活発に働いています。そ
の可能性を秘めたさい帯血（赤ちゃん）を元気に育て、最
終的に患者さんの体にうまくなじませるのも、われわれ移
植医の仕事です。

医療現場からの

最新情報

虎の門病院血液内科　山本久史

“Day 9 fever”との出会い

──その4
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

泥ひ
じ
や谷

光
信
さ
ん
（
高
知
）
の
巻

　

ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
ふ
る
さ
と
土

佐
清
水
市
は
、
四
国
西
南
端
に
位

置
し
て
お
り
、
海
岸
部
の
ほ
と
ん

ど
が
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
る
な
ど
、
優
れ
た
自
然
景

観
を
有
し
、
高
知
県
を
代
表
す
る

観
光
地
と
し
て
有
名
で
す
。

　

こ
の
土
佐
清
水
市
に
１
９
９
７

年
４
月
、
四
国
霊
場
八
十
八
カ
所

く
職
場
の
仲
間
に
声
を
か
け
て
ド

ナ
ー
登
録
志
願
者
を
募
り
「
白
百

合
の
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
で
は
、
ド
ナ
ー
募
集
の

た
め
の
普
及
啓
発
活
動
、
会
員
の

骨
髄
提
供
ま
で
の
連
絡
調
整
、
会

員
相
互
の
親
睦
と
融
和
、
力
ま

ず
気
負
わ
ず
が
合
言
葉
で
し
た

が
、
こ
の
「
白
百
合
の
会
」
か
ら

骨
髄
提
供
第
１
号
と
な
っ
た
の

は
、
言
い
だ
し
っ
ぺ
の
私
で
あ
り

ま
し
た
。
お
百
度
を
踏
む
思
い
で
、

大
好
き
な
酒
を
１
０
０
日
断
ち
、

２
０
０
０
年
１
月
、
万
全
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
骨
髄
提
供
に
臨
ん

だ
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
市
長
選
で
多
く

の
皆
さ
ま
か
ら
信
任
を
い
た
だ
き

当
選
し
ま
し
た
が
、
原
点
で
あ
る

「
い
の
ち
の
尊
さ
、
市
民
の
命
を

守
る
」
こ
と
を
、
骨
髄
バ
ン
ク
運

動
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
「
自
分
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
他
の
人
を
大
切
に
で
き
る
こ

と
」
当
然
の
こ
と
を
当
然
と
し
て

行
え
る
社
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
踏
ま
れ
て
も　

や
さ
し
き
心

も
ち
よ
り
て　

陰
で
芽
を
ふ
く
白

百
合
の
花
」

を
自
転
車
で
回
り
、
骨
髄
バ
ン
ク

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
う

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
空
海
」
の
一
行

が
来
訪
さ
れ
、
そ
の
夜
「
い
の
ち

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
白
血
病
で
亡
く
な
っ

た
地
元
の
童
話
作
家
・
和
泉
省
作

さ
ん
を
追
悼
す
る
記
念
行
事
と
し

て
の
位
置
づ
け
も
あ
り
、
和
泉
省

作
さ
ん
を
知
る
多
く
の
友
人
・
知

人
も
参
加
し
て
盛
会
の
う
ち
に
終

わ
り
ま
し
た
が
、
当
時
、
私
は
市

役
所
に
勤
務
す
る
傍
ら
「
土
佐
清

水
文
化
を
考
え
る
会
」
と
い
う
市

民
運
動
に
も
参
加
し
て
お
り
、
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
骨
髄
バ
ン

ク
の
活
動
に
感
銘
し
て
、
さ
っ
そ

協
力
や
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
と
く
し
ま
の
会
・
池
田
良
一
）

徳
島
県
の

取
り
組
み

テ
ィ
ア
活
動
」（
野
村
正
満
全
国

協
議
会
理
事
長
）
な
ど
。
な
お
、

前
日
に
開
催
さ
れ
る
骨
髄
バ
ン
ク

主
催
の
説
明
員
研
修
会
終
了
後

（
15
日
午
後
6
時
〜
）、
博
多
駅
近

く
で
懇
親
会
を
予
定
。

　
【
中
四
国
・
近
畿
地
区
合
同
】

２
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜

５
時
、
徳
島
市
新
町
橋
の
阿
波
お

ど
り
会
館
。
①
全
国
協
議
会
か
ら

の
報
告
「
造
血
幹
細
胞
移
植
・
新

法
に
つ
い
て
」
山
崎
裕
一
参
与
②

徳
島
県
の
取
り
組
み
事
例
③
各
地

団
体
の
活
動
報
告
④
意
見
交
換
な

ど
。
な
お
、
午
後
６
時
か
ら
懇
親

会
を
予
定
。

　
【
東
海
北
陸
地
区
】
３
月
８
日

（
土
）
午
後
１
時
半
〜
、
金
沢
市

の
石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
。
①
基

調
報
告
「
造
血
幹
細
胞
移
植
推
進

法
の
施
行
に
つ
い
て
」
山
崎
裕
一

参
与
②
各
地
の
報
告
③
意
見
交
換
。

終
了
後
、
懇
親
会
を
予
定
。

　
【
関
東
甲
信
越
地
区
】
３
月
22

日
（
土
）
午
前
11
時
〜
午
後
４

時
、全
労
済
東
京
会
館
（
西
新
宿
）。
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ン
バ
ー
5
人
お
互
い
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
て
、
小
田
原
港
市
場
の
名
物

「
市
場
丼
」
を
味
わ
い
な
が
ら
飲

ん
だ
ビ
ー
ル
が
、
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

�

（
理
事
・
田
中
雄
一
郎
）

● 

箱
根
３

　

箱
根
駅
伝
は
、
家
で
コ
タ
ツ
に

入
っ
て
テ
レ
ビ
で
見
る
も
の
と
、

ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
今
年
は
一
念
発
起
、
実
物
を
見

て
や
ろ
う
と
、
箱
根
の
山
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

宮
ノ
下
の
商
店
街
の
皆
さ
ん
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
に
協
力
的
で
、「
あ

そ
こ
に
ノ
ボ
リ
を
立
て
た
ら
テ
レ

ビ
に
よ
く
映
る
よ
」
と
喫
茶
店
の

窓
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
り
、
マ
イ

ク
で
「
骨
髄
バ
ン
ク
の
募
金
に
ご

協
力
を
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
仲
間
か
ら
も
、「
骨
髄
バ
ン

ク
の
ノ
ボ
リ
が
よ
く
テ
レ
ビ
に

映
っ
た
よ
」
と
励
ま
し
の
言
葉
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
届
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
も
行
き
ま
す
か
と

尋
ね
ら
れ
た
ら
「
こ
の
感
動
を
多

く
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と

答
え
ま
す
。（
理
事
・
山
村
詔
一
郎
）

　

社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

積
極
的
に
応
援
し
て
い
る
プ
ル
デ

ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
で
は
、
箱
根

駅
伝
の
コ
ー
ス
沿
道
で
骨
髄
バ
ン

ク
の
ノ
ボ
リ
を
掲
げ
て
、
選
手
の

応
援
と
骨
髄
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
を
毎

年
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
し
た
社

員
と
そ
の
家
族
１
名
に
つ
き
１
万

円
を
会
社
が
全
国
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
２
６
３
名
が
こ
の
活
動

に
参
加
し
、
そ
の
寄
付
金
贈
呈
式

が
１
月
23
日
に
行
わ
れ
、
野
村
正

満
理
事
長
が
出
席
し
、
阿
野
安
雄

執
行
役
員
常
務
か
ら
受
贈
し
ま
し

た
。
贈
呈
式
は
終
始
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
、
熱
意
あ
ふ
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
旺
盛
な
社
員

の
皆
さ
ん
は
、
早
く
も
来
年
の
こ

の
活
動
に
も
取
り
組
む
姿
勢
を
み

な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
2
日
（
土
）、
血
液
疾
患

患
者
会
主
催
の
第
５
回
勉
強
会
を
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「
再
発
し
た
ら
」テ
ー
マ
に

患
者
会
主
催
の
勉
強
会
に

60
名

鳥取県米子市

　

２
０
１
４
年
１
月
２
日
（
木
）

･
３
日
（
金
）、
今
年
も
箱
根
駅

伝
コ
ー
ス
沿
道
で
、
骨
髄
バ
ン
ク

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

加
盟
団
体
メ
ン
バ
ー
と
全
国
協

議
会
メ
ン
バ
ー
は
、
例
年
ど
お
り

都
内
組
と
小
田
原
・
宮
ノ
下
組
に

分
か
れ
て
の
活
動
で
す
。
御
成

門
、
田
町
、
戸
塚
（
中
継
所
付
近
）、

小
田
原
市
内
、
風
祭
、
宮
ノ
下
、

小
涌
谷
。
ど
こ
に
も
多
数
の
ノ
ボ

リ
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
お
気

づ
き
に
な
っ
た
方
も
少
な
く
な
い

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
も
プ
ル
デ
ン
シ
ャ

ル
生
命
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
助
力

を
得
、
ス
タ
ー
ト
付
近
の
内
幸
町

か
ら
箱
根
ま
で
、骨
髄
バ
ン
ク
の
赤

い
ノ
ボ
リ
を
展
開
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。特
に
都
内
の
光
景
は
壮
観

で
、
沿
道
が
患
者
さ
ん
を
応
援
す

る
ノ
ボ
リ
で
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
活
動
は
、
関
東
学
生
陸
上
競

技
連
盟
さ
ま
の
ご
理
解
と
、
宮
ノ

下
商
店
街
の
箱
根
駅
伝
応
援
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ま
、
読
売
セ
ン

タ
ー
小
田
原
中
央
・
読
売
セ
ン

タ
ー
小
田
原
報
徳
の
皆
さ
ま
、
鈴

廣
蒲
鉾
さ
ま
、
箱
根
町
消
防
署
さ

ま
、
箱
根
恵
明
学
園
さ
ま
の
ご
協

力
な
し
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
１
月
の
寒
空
の
下
、
応
援

に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の

ご
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

● 

田
町
１

　

年
明
け
早
々
の
２
日
早
朝
７
時
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

田
町
駅
前
「
芝
５
丁
目
交
差
点
」

に
集
合
し
ま
し
た
。手
際
よ
く「
骨

髄
バ
ン
ク
」
の
赤
い
ノ
ボ
リ
を
沿

道
に
立
て
、
テ
レ
ビ
に
映
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
確
保
し
、
選
手
の
到
着

を
待
ち
ま
す
。

　

箱
根
駅
伝
ス
タ
ー
ト
地
点
の
大

手
町
か
ら
約
５
キ
ロ
、
日
比
谷
通

り
か
ら
国
道
15
号
線
へ
入
る
こ
の

地
点
は
、
往
路
で
は
選
手
が
団
子

状
態
で
通
過
し
ま
す
。
穏
や
か
な

好
天
に
恵
ま
れ
、
そ
れ
で
も
早
朝

の
寒
気
の
中
、
８
時
10
分
各
校
の

１
区
を
任
さ
れ
た
選
手
が
猛
ス

ピ
ー
ド
で
通
過
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
日
の
往
路
は
ア
ッ
と
い
う
間

の
応
援
で
す
が
、
３
日
の
復
路
で

は
こ
の
場
所
が
10
区
の
ゴ
ー
ル
前

の
攻
防
地
点
と
な
り
、
大
学
の
威

信
を
掛
け
一
つ
で
も
順
位
を
上
げ

よ
う
と
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
疾
走

す
る
選
手
を
応
援
で
き
る
絶
好
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
抜
き
つ
抜

か
れ
つ
の
レ
ー
ス
を
間
近
に
見
な

が
ら
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
赤
い
ノ
ボ

リ
を
振
っ
て
、
病
室
の
患
者
さ
ん

に
も
映
像
が
届
く
こ
と
を
祈
り
な

が
ら
、
２
日
間
み
ん
な
で
応
援
し

ま
し
た
。�（
東
京
の
会
・
若
木
換
）

● 

田
町
２

　

今
年
も
田
町
駅
付
近
で
、
箱
根

駅
伝
の
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
１
日
目
の
活

動
は
、
夜
明
け
前
に
自
宅
を
出
発

し
電
車
の
中
で
昇
る
日
の
出
を
眺

め
な
が
ら
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
前
８
時
、
大
手
町
の

読
売
新
聞
社
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た

選
手
は
一
つ
の
集
団
と
な
り
ア
ッ

と
言
う
間
に
目
の
前
を
通
り
過
ぎ

ま
し
た
。

　

翌
２
日
目
は
有
楽
町
駅
付
近
の

火
災
事
故
の
影
響
で
田
町
駅
に
向

か
う
Ｊ
Ｒ
線
が
全
面
ス
ト
ッ
プ
し
、

人
で
あ
ふ
れ
た
上
野
駅
か
ら
地
下

鉄
に
乗
り
継
ぎ
何
と
か
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。
活
動
地
点
で
は
絶
好

の
場
所
を
確
保
し
、
ノ
ボ
リ
旗
を

掲
げ
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

な
が
ら
選
手
を
待
ち
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
過
ぎ
大
手
町
の
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
た
選
手
が
次
々
と
目

の
前
を
通
り
過
ぎ
て
行
き
ま
し

た
。
力
走
す
る
選
手
と
共
に
沿
道

で
声
援
を
送
る
人
た
ち
の
頑
張
り

を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
患
者
さ
ん

が
「
病
気
と
闘
う
勇
気
と
生
き
る

希
望
を
持
て
る
よ
う
に
」
と
願
い

な
が
ら
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
新

年
早
々
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
千

葉
の
会
・
東
京
の
会
・
埼
玉
の
会

の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

�

（
理
事
・
木
村
純
子
）

● 

箱
根
１

　

私
が
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
に
箱
根
宮

ノ
下
と
小
田
原
に
お
邪
魔
す
る
の

も
、
今
年
で
５
年
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
宮
ノ
下
は
商
店

街
の
皆
さ
ん
が
実
行
委
員
会
を
結

成
し
、
と
て
も
精
力
的
に
駅
伝
を

盛
り
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
は
、
宮
ノ
下
だ
け

で
は
な
く
、
風
祭
や
小
涌
谷
な
ど

に
も
及
び
ま
す
が
、
活
動
の
主
軸

と
な
っ
て
い
る
の
や
は
り
宮
ノ
下

で
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
情

熱
と
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
沿
道
に
ノ
ボ
リ
を
持
っ

て
立
っ
て
い
る
と
、
駅
伝
ラ
ン

ナ
ー
に
送
ら
れ
る
熱
い
声
援
が
、

ま
る
で
ノ
ボ
リ
を
通
じ
て
、
患
者

さ
ん
に
送
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
不

思
議
な
感
覚
を
覚
え
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
、

箱
根
駅
伝
で
の
普
及
啓
発
活
動
に

参
加
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
一

度
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
こ
の
不
思
議
な
感
覚
を
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
宮
ノ
下
以
外

で
も
応
援
・
声
援
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
特
に
宮
ノ
下
・
富
士
屋

ホ
テ
ル
前
が
お
勧
め
で
す
。

　

ま
た
最
近
は
、
読
売
新
聞
の
小

田
原
中
央
店
さ
ま
や
小
田
原
報
徳

店
さ
ま
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

今
年
も
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
や
ノ
ボ

リ
の
設
置
等
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
以
前
ま
で
は
小
田
原
で
は
そ

れ
ほ
ど
活
発
な
活
動
は
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
は
こ
の
よ

う
な
活
動
の
広
が
り
を
み
せ
て
い

ま
す
。

　

活
動
の
拡
大
と
同
時
に
、
人
員

は
不
足
し
が
ち
で
す
の
で
、
も
し

来
年
の
１
月
に
も
普
及
啓
発
活
動

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�（
野
平
晋
作
）

● 

箱
根
２

　

山
口
か
ら
初
め
て
、
箱
根
駅
伝

で
の
骨
髄
バ
ン
ク
の
啓
発
活
動
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
元
日
の
夕

方
、
箱
根
担
当
メ
ン
バ
ー
と
合
流

し
国
道
1
号
線
沿
い
の
鈴
廣
蒲
鉾

さ
ん
前
で
ノ
ボ
リ
12
本
の
設
置
に

挑
み
ま
し
た
が
、
強
風
の
た
め
断

念
。
実
は
拠
点
の
鴨
宮
の
ホ
テ
ル

に
着
く
ま
で
東
海
道
線
も
強
風
の

影
響
で
遅
延
が
出
て
お
り
、
芦
ノ

湖
の
遊
覧
船
も
運
行
中
止
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

翌
日
（
1
月
2
日
）
は
風
も
弱

ま
り
、
予
定
ど
お
り
鈴
廣
蒲
鉾
前
、

箱
根
消
防
署
前
、
宮
ノ
下
な
ど
に

ノ
ボ
リ
を
設
置
し
て
、
選
手
を
待

ち
ま
す
。
気
温
は
2
℃
く
ら
い
で

す
。
宮
ノ
下
の
拠
点
に
は
午
前
10

時
過
ぎ
か
ら
関
東
一
円
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
志
村
さ
ん
ご
一
家
が
多

数
集
ま
り
始
め
、
熱
心
に
チ
ラ
シ
、

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
テ
ィ
シ
ュ
の
配
布

と
募
金
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
０
時
40
分
過
ぎ
か
ら
５
区

の
選
手
が
続
々
と
宮
ノ
下
を
走
り

抜
け
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
子
ど

も
よ
り
若
い
選
手
た
ち
が
精
悍
な

顔
つ
き
で
心
を
一
つ
に
タ
ス
キ
を

つ
な
い
で
い
く
姿
に
胸
が
熱
く
な

り
ま
す
。
応
援
団
の
ボ
ル
テ
ー
ジ

も
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
（
1
月
3
日
）
は
小
田

原
市
民
会
館
近
く
で
読
売
新
聞
の

方
た
ち
と
一
緒
に
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
緒
に
2
日

間
活
動
を
共
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
間
と
も
熱
い
思
い
を
共
有
で

き
大
変
有
意
義
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

撤
収
作
業
が
全
て
終
わ
り
、
メ

各
地
に
骨
髄
バ
ン
ク
の
啓
発
ノ
ボ
リ

今
年
も
箱
根
駅
伝
で
新
年
ス
タ
ー
ト
！

　　　 12月21日〜1月20日（敬称略） 

三井化学株式会社 現金 200,000円
三井化学株式会社 チビットワンコイン
 現金 200,000円
徳島藍ライオンズクラブ 現金 4,294円
小口 健太郎 現金 1,000円
藤波 敬子 現金 10,000円
今野 小夜子 現金 2,000円
三品 雅義 現金 10,000円
塩谷 泰人 現金 1,000円
ダブルエスタイガー 現金 30,000円
鈴木 純子 現金 1,340円
匿名 現金 20,000円
匿名 現金 5,000円
●白血病患者支援基金
姫路地区骨髄バンク推進センター
 現金 20,000円
嶋津 桂子 現金 3,000円
やきとり「おばこ」 現金 12,000円
箱根駅伝宮ノ下募金箱 現金 88,692円
●佐藤きち子患者支援基金
中村 信 現金 5,000円
匿名 現金 10,000円
カラオケハウス マロン 現金 17,786円

心からのご寄付に 
感謝申し上げます 

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

約
60
名
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
い

つ
も
気
に
し
て
い
る
「
も
し
病
気

が
再
発
し
た
ら
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
主
治
医
の
先
生
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
と
事
例
を
交
え
な
が
ら
治
療
方

法
に
つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
の
忙
し
い
診

察
時
に
は
尋
ね
に
く
い
こ
と
に
つ

い
て
、
わ
か
り
や
す
く
答
え
て
い

た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
方
は
心
配

事
を
少
な
く
し
、
安
心
さ
れ
た
気

持
ち
で
帰
っ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
は
「
だ
ん
だ
ん
の

会
」（
血
液
疾
患
患
者
家
族
会
）

と
い
い
、
鳥
取
県
骨
髄
バ
ン
ク
を

支
援
す
る
会
事
務
局
に
準
備
段
階

か
ら
手
助
け
し
て
も
ら
い
、
今
年

で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
事
務

局
の
方
に
は
本
当
に
感
謝
！　

感

謝
！　

で
す
。
現
在
、
会
員
は
家

族
も
含
め
１
５
０
名
程
で
、
年
１

回
の
総
会
と
年
２
回
テ
ー
マ
を
決

め
て
「
に
こ
に
こ
勉
強
会
」
と
名

付
け
て
、
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
看
護
師

さ
ん
や
会
員
以
外
の
方
に
も
多
数

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
年
６
回
ほ
ど
病

院
の
サ
ロ
ン
を
借
り
て
茶
話
会
を

開
い
て
お
互
い
の
近
況
や
次
の
計

画
な
ど
を
話
し
て
い
ま
す
。
総
会

や
勉
強
会
を
通
し
て
大
勢
の
方
と

出
会
い
、
お
互
い
に
、
元
気
を
も

ら
い
な
が
ら
今
年
も
活
動
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。（「
だ
ん

だ
ん
の
会
」
会
長
・
吉
澤
一
誠
）

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル

生
命
保
険
か
ら
寄
付


